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【
以
善
会
レ
ポ
ー
ト
】 

山
﨑
家
が
松
ヶ
岡
に
移
転
す
る
経
緯
に
つ
い
て 

以
善
会 

石
山 

尚
哲 

 

松
ヶ
岡
の
周
辺
を
め
ぐ
る
堀
、
現
在
は
空
堀
の
様
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
逆
川
の
改
修
以
前
は

水
を
湛
え
た
堀
で
し
た
。
以
善
会
の
メ
ン
バ
ー
の
間
で
は
、
こ
の
堀
が
い
つ
、
な
ん
の
た
め
に
作
ら
れ
た

も
の
な
の
か
、
度
々
議
論
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
山
﨑
家
が
当
地
に
移
る
前
に
は
掛
川
城
の
出
城
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
想
像
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

山
﨑
家
の
ご
子
孫
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
史
資
料
の
中
に
山
﨑
家
が
松
ヶ
岡
に
移
転
す
る
際
に
掛
川
藩

に
提
出
さ
れ
た
書
類
の
写
し
と
思
わ
れ
る
文
書
と
、
山
﨑
家
が
移
転
す
る
以
前
の
松
ヶ
岡
周
辺
と
思
わ
れ

る
絵
図
面
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

今
回
以
善
会
で
は
、
こ
の
文
書
と
絵
図
、
掛
川
誌
稿
や
こ
の
当
時
の
掛
川
藩
の
史
料
が
ま
と
め
ら
れ
た

千
葉
県
山
武
市
の
郷
土
史
料
集
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
山
﨑
家
が
移
転
す
る
前
の
松
ヶ
岡
の
敷
地
周
辺

の
土
地
利
用
の
状
況
等
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
ま
し
た
。 

 

古
文
書
の
紹
介 

 

「
恐
れ
な
が
ら
書
付
を
も
っ
て
願
い
上
げ
奉
り
候
」
で
始
ま
る
本
文
書
は
、「
松
ヶ
丘
山
﨑
家
略
譜
稿
本
」

（
袴
田
鷹
邨
著
）
に
解
読
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
大
意
を
紹
介
し
ま
す
。（
読
み
下
し

文
を
最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
ま
す
） 

  

書
面
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

西
町
の
山
﨑
万
右
衛
門
が
火
災
の
際
に
不
都
合
が
あ
る
の
で
、 

西
南
郷
村
地
内
の
瓦
師
善
次
の
跡
屋
敷
に
引
っ
越
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

移
転
後
の
居
屋
敷
に
な
る
分
の
内
、 

瓦
師
屋
敷
の
分 …

 

中
畑 

一
畝 

四
分 

 
 

 
 

 
 

屋
敷 

二
畝
十
四
分 

大
工
屋
敷
の
分 …

 
  

 

三
畝 

四
分 

 
 

 …
 

米
三
斗
九
升
八
合
六
勺 

桶
師
屋
敷
の
分 …
 

屋
敷 

二
畝 

 
 

十
九
歩 

 
 

 
 

 
 

上
畑 

一
畝 

 
 

 

四
歩 

こ
れ
ら
の
土
地
は
以
前
よ
り
（
藩
か
ら
）
免
税
地
と
し
て
い
た
だ
き
、 

あ
り
が
た
く
所
有
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
都
合
に
よ
り
他
の
場
所
に
住
居
し
て
い
る
の
で
、 

前
記
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
万
右
衛
門
が
同
村
内
に
所
持
し
て
い
る
土
地
と
永
年
に
交
換
す
る
こ
と
を 

村
役
人
や
私
た
ち
と
約
束
し
た
証
文
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。 

 
 

…
 

米
四
斗 

…
 

米
四
斗
三
升
二
合
九
勺 
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瓦
師
屋
敷
の
分 …

 

上
畑 

 
 

 

十
八
歩
九
分 

  
…

 

米 
 

五
升
四
勺 

上
畑 

二
畝
歩 

 
 

 
 

  
 

…
 

米
一
斗
六
升 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
畑 

二
畝
二
十
一
歩
二
分
五
厘 …

 

米
一
斗
八
升
九
合
六
勺 

桶
師
屋
敷
の
分 …

 

屋
敷 

一
畝 

 
 

 

四
分 

 
 …

 

米
一
斗
四
升
七
合
三
勺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
畑 

三
畝 

十
七
歩
一
分 

 
 …

 

米
二
斗
八
升
五
合
六
勺 

 
 

大
工
屋
敷
の
分 …

 

中
田 

三
畝 

 

九
歩
六
分
六
厘 …

 

米
三
斗
九
升
八
合
六
勺 

 

こ
の
場
所
で
譲
り
渡
し
が
で
き
れ
ば
、
私
た
ち
も
都
合
が
よ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
相
談
も
整
い
、 

万
右
衛
門
か
ら
も
（
藩
へ
）
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
私
た
ち
も
お
願
い
し
た
と
お
り 

お
許
し
い
た
だ
け
れ
ば
皆
あ
り
が
た
き
幸
せ
に
ご
ざ
い
ま
す
。 

弘
化
四
年(

一
八
四
七)

五
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
工
職
清
三
郎 

桶
師
職
藤
右
衛
門 

瓦
師
善
次 

 

山
﨑
万
右
衛
門
と
大
工
、
桶
師
、
瓦
師
の
三
人
が
土
地
を
交
換
す
る
こ
と
に
つ
い
て
許
し
を
願
う
文
書

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
交
換
す
る
土
地
の
広
さ
と
石
高
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
古
文
書
に
は
宛
名
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
文
頭
の
丁
寧
な
言
い
回
し
と
内
容
か
ら
、
恐
ら

く
は
掛
川
藩
に
提
出
さ
れ
た
文
書
の
写
し
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
差
出
人
三
名
と
山
﨑
万
右
衛
門
が
土
地
の

交
換
を
す
る
の
に
あ
た
り
藩
へ
許
可
を
求
め
た
文
書
と
思
わ
れ
ま
す
。 

な
ぜ
藩
の
許
可
が
必
要
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
示
す
内
容
が
「
掛
川
誌
稿
」（
資
料
１
）
「
山
武
市

郷
土
史
料
集
16
」（
資
料
２
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
る
と
、
瓦
師
善
次(

治)

は
、
南
西
郷
村
で
瓦
製
造
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
瓦
製
作
の
材
料

と
な
る
土
の
不
足
に
よ
り
弘
化
四
年(

一
八
四
七)

一
月
に
南
西
郷
か
ら
二
瀬
川
に
移
っ
て
お
り
、
当
地
は
、

【
資
料
１
】 

 

屋
瓦 

南
西
郷
村
ニ
瓦
師
善
治
ト
云
モ
ノ
有
リ
、
宅
地
四
斗
二
合
三
勺
、
城
主
代
々
諸
役
免
許
ナ
リ
、

大
工
頭
土
屋
五
四
郎
ノ
支
配
タ
ル
事
、
紺
屋
甚
太
夫
ニ
同
シ
、
昔
ハ
瓦
町
ニ
居
リ
シ
ユ
エ
、
町
ノ
名
ニ

ナ
リ
シ
カ
、
土
ヲ
取
ル
ニ
宜
シ
カ
ラ
ネ
ハ
、
今
ノ
地
ニ
移
リ
シ
モ
ノ
ト
見
ヘ
タ
リ
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
掛
川
誌
稿 

全
翻
刻
Ｐ

31

） 

【
資
料
２
】 

 
 

弘
化
元
辰
年 

 

（
略
） 

 
 

同
四
未
年 

正
月
十
一
日 

一
瓦
師
善
作
土
払
底
ニ
付
、
南
西
郷
村
ゟ
大
池
村
江
引
移
候
事 

 
 

 
 

 

（
山
武
市
郷
土
史
料
集

16

掛
川
藩
か
ら
松
尾
藩
へ 

近
世
編
） 
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山
﨑
家
が
移
転
す
る
前
に
は
瓦
屋
敷
の
「
跡
」
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
瓦
師
善
次(

治)

が
所

有
し
て
い
た
こ
の
土
地
は
年
貢
の
徴
収
が
免
除
さ
れ
た
土
地
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
城
下
に
住
ま
う
職
人

の
一
部
は
税
の
免
除
を
受
け
る
代
わ
り
に
、
生
産
品
を
藩
に
納
め
た
り
、
労
働
力
を
藩
に
提
供
し
て
い
ま

し
た
。
本
文
書
は
、
土
地
の
交
換
に
つ
い
て
藩
の
許
し
を
得
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
免
税
の
特
権
を

交
換
し
た
新
た
な
土
地
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
藩
へ
の
依
頼
文
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

絵
図
の
紹
介 

 

藩
へ
の
依
頼
の
文
書
と
一
緒
に
絵
図
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。（
画
像
１
）
ど
こ
の
場
所
な
の
か
図
面

に
は
具
体
的
な
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
形
的
に
見
て
現
在
の
松
ヶ
岡
周
辺
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

中
央
に
見
え
る
四
角
の
囲
み
が
瓦
屋
敷
、
下
側
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
東
海
道
の
街
道
筋
と
思
わ
れ

ま
す
。
瓦
屋
敷
以
外
の
大
部
分
が
農
地
で
あ
り
、
現
在
の
松
ヶ
岡
の
敷
地
面
積
を
考
え
て
み
て
も
藩
へ
の 
 

許
可
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
免
税
地
以
外
の
土
地
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
大
部

分
が
畑
や
水
田
な
ど
の
農
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

東
海
道
筋
か
ら
少
し
北
側
に
入
り
、
東
側
と
北
側
を
逆
川
に
接
し
て
い
た
当
地
は
、
度
々
大
規
模
な
火

災
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
掛
川
で
は
、
比
較

的
安
全
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
わ

れ
ま
す
。 

 

こ
の
図
面
を
見
る
と
、
農
地
部
分
の
北

側
と
東
側
に
そ
れ
ぞ
れ
井
戸
と
思
わ
れ

る
印
が
あ
り
ま
す
。
ず
っ
と
農
地
で
あ
っ

た
の
な
ら
ば
、
井
戸
を
掘
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
農
地
に
な
る
以
前
に
は
何

か
別
の
用
途
で
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

ま
た
別
の
機
会
に
調
べ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。 

    

画像 1 文書と一緒に保管されていた絵図 
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【
文
書
読
み
下
し
】 

  

恐
れ
な
が
ら
書
付
を
以
て
願
い
上
げ
奉
り
候 

 

西
町
山
﨑
万
右
衛
門
儀
こ
れ
ま
で
の
居
屋
敷
出
火
等
の
節
不
都
合
の
儀
も
こ
れ
あ
り
、
こ
の
度
、
同
町
北

裏
南
西
郷
村
地
内
二
十
六
の
坪
の
内
、
瓦
師
善
次
跡
屋
敷
へ
家
作
り
つ
か
ま
つ
り
た
き
旨
、
然
る
所
居
屋

敷
地
に
相
成
る
べ
く
分
の
内
、
右
瓦
師
屋
敷
地
分
中
畑
一
畝
四
歩
、
屋
敷
二
畝
十
四
歩
、
こ
の
分
米
合
わ

せ
て
四
斗
地
、
並
び
に
大
工
屋
敷
分
三
畝
四
歩
、
こ
の
分
米
三
斗
九
升
八
合
六
勺
、
桶
師
屋
敷
分
二
畝
十

九
歩
、
上
畑
一
畝
四
歩
、
こ
の
分
米
合
わ
せ
て
四
斗
三
升
二
合
九
勺
の
地
所
、
い
ず
れ
も
前
々
よ
り
居
屋

敷
下
し
置
か
れ
猶
々
あ
り
が
た
く
所
持
つ
か
ま
つ
り
居
り
、
尤
も
当
時
渡
世
勝
手
の
た
め
外
に
て
住
居
仕

り
候
に
付
き
、
右
は
万
右
衛
門
同
村
の
内
持
地
の
分
と
永
に
地
替
え
の
儀
、
村
役
人
中
始
め
私
共
へ
証
文

こ
れ
有
り
、
前
書
瓦
師
屋
敷
分
は
、
七
の
坪
に
て
上
畑
四
畝
六
歩
の
内
十
八
歩
九
分
、
こ
の
分
米
五
升
四

勺
、
九
の
坪
に
て
上
畑
二
畝
歩
、
こ
の
分
米
一
斗
六
升
、
同
坪
に
て
中
畑
四
畝
歩
の
内
二
畝
二
十
一
歩
二

分
五
厘
、
こ
の
分
米
一
斗
八
升
九
合
六
勺
、
合
わ
せ
高
四
斗
地
、
桶
師
屋
敷
の
分
は
、
七
の
坪
に
て
屋
敷

一
畝
四
歩
、
こ
の
分
米
一
斗
四
升
七
合
三
勺
、
同
坪
に
て
上
畑
四
畝
六
歩
の
内
三
畝
十
七
歩
一
分
、
こ
の

分
米
二
斗
八
升
五
合
六
勺
、
合
わ
せ
高
四
斗
三
升
二
合
九
勺
の
地
、
大
工
屋
敷
の
分
は
、
二
十
七
の
坪
に

て
中
田
一
反
五
畝
歩
の
内
三
畝
九
歩
六
分
六
厘
、
こ
の
分
米
三
斗
九
升
八
合
六
勺
の
地
、
右
の
場
所
に
て

譲
り
渡
し
相
な
り
候
え
ば
、
私
共
に
於
い
て
も
勝
手
都
合
も
宜
し
き
儀
旁
内
談
相
整
い
候
に
付
き
、
右
万

右
衛
門
よ
り
も
願
い
奉
る
べ
く
候
間
、
こ
の
段
私
共
一
同
願
い
上
げ
奉
り
候
、
願
い
の
通
り
仰
せ
付
け
ら

れ
下
し
置
か
れ
候
わ
ば
、
一
統
有
り
難
き
仕
合
せ
に
存
じ
奉
り
候
、
以
上 

  
 

 
 

 
 

 
 

弘
化
四
（
丁
未
）
年
五
月 

 
 

 
 

 
 

 

当
時
下
俣
町
住
居 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
工
職 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清 

三 

郎 
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当
時
二
藤
町
内
之
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

笠
屋
町
住
居 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

桶
師
職 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藤
右
衛
門 
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当
時
新
村
地
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
瀬
川
住
居 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

瓦
師 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

善 
 

次 

㊞ 

画像２ 古文書（冒頭部分） 


